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　東洋部 ，
イ ン ド．マ レ イ區 ［北は タ ナ ス セ リ ム 州 タヴオ イ地 方（北緯14度）の 邊 よ り全 マ レ

ー牢島及び そ の 附廳島 tt図 マ F ラ
，

ボ ル ネ オ ，ジ ャ ヴ ァ の 3 大 島を包含する地 域］ ic於 ける

動物の 分布は ，ジ
ャ ヴ ァ を除 きて は 大同小 異で ある。特 に午野動物 の 分布 に 於て さ うで あ つ

て ，地 質學上此 大顧域が元連續せ る 1 大陸で あつ た と い ふ 推測 を裏書 き して 居 る。然 る に こ

れ を各地 方山間 に於 け る動物分布に就て 見 る と ， 和互間 に於て は大同小異 で あ るが ， 山間 の

と亭野の と を比較す る と同一地 方で あ りなが ら著明 な る特異點 を有 して ゐ る。山地 の 動物界

は寧 ろ ヒ マ ラ ヤ 山脹系の 高山動物分布相 に酷似し， 元 よ り勲帶の こ と で 山間高所 と雖 も氣温

そ の 他の 條件 は四時雪 を頂 く北 印度 の 高山地帶 とは較ぷ べ くもない に拘 らす，そ の 固有動物

の 種 屬，外観 ま で或 る程度に近似 して 居 る こ とは特記すべ ま點で ある。

　イ ン ド
，

ぐ レ ー區域 の 動物界は世 界中最 も饒富密生 して 居 る林相 を示 す その 地 方植物界の

盛觀と相 俟ち て，恐 らくは地球上最 も繁榮を示 し、南 ア メ リ カ の 赤道地 方に 於ける動物 界を

凌 ぎ て ．そ の 個體數及 び種屬數と も世界一
饒多 と稱 して 宜 しか ら うと思ふ 。

　又 ．マ レ
ー
地 方 及び 西 ア フ リ カ 地 方に 於 け る動物，殊 に ，鳥類 及 び昆蟲類の 不 可思議なる

相似は．動物分布學上 未だ 充分に読明が で きなv・。入類發禪の 地 點 も恐 らくマ レ ー地方で あ

るか もしれ な い ． ジ ャ ヴ ァ か らで た PitheeaiitJ｝rol ユus　e ［
lceti

”s と，現今の 類人猿 と の 比 較研究

など興味ある研究 で あ らう。

　　　　　　　　　　　　　　　　 ！．哺 　　乳 　　類

　此地 方に は類人猿が 3 種類 あ る c その 最 も大且 つ 稀なる者 は大手長猿 Siatnang（鞠呷 んπ
・

〜rα 111‘3Sl1冠 αα1，傭 伽 繊 脚 痂 ）で ，主 と して ス マ ト ラ島に 産 し，體躯は こ の 地方の 他の 類 人猿

よ りも遙か に大 で あ b，そ の名稱か ら推 して 誤つ て 手が 著る し く大で あ るか に 思 ふ 人 もあ る

が ，實は手は割合 に 短 く， 大 なる喉頭嚢を有 する もの で ある 。牛島 に於 て もペ ラ州の 北部か

轟
ド

1｝ 大内醫學博士 は 國際聯盟 保健部東局次長で シ ン ガ ポ ール に 左住せ ら る．本篇 は 同 市博物學會 iCて の

英 護講演 の 取 邦 を 訂 正 さ れ た も の で あ る、（編輯委員註）

2） マ レ
ー言謝ま皆 イ タ リツ ク．
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らセ ラ ン ゴ ル 州 ， ネグ リ
．

ミ ラ ン 州 に 亘 つ て 生棲 して 居 り， 海峽殖民地 及びヂ t ホ ール 州に

は こ れ を見ない の で あ る。

　手は割合に 短 くと は體躯に 比較 した か らで
， 實際は ， その 名の 如 く充分亘大 で あ り， 從つ

て 力彊 く，長大 な る もの に あ っ て は兩指端閤 が δ尺 以上 あ る者が稀で 無い
。 體毛 は 通 例 黒

色，時 に ， 口鼻部が 白色で あ り， 又 ，下顎部 に無毛部が あ る。 こ れ を生檎 して 馴 らすこ とが

出來るが手長 の 牡で ある と和當危險で あ り， 入 を襲ふ て 咬傷 を興 へ た實例 もある。

　次の は稍小型 で 2
，
3 種 （鞠 〜05 α齢 spp ．）が マ レ ー地 方 に 生棲 して 居 る th　 Utt’a −itiva

，　Unka 　1：

鳴聲か ら出た名で あ る。その ／種 は森林地 帶 に 於 て は早朝，帛を裂 くが 如 き悲哀の 調を帶び

た鏡 い 鳴聲 を立 て て 呼號 して 居 る。毛 は眞黒 乃至褐黒色．顔 の 周園部 に 白毛 を生 L ，
面 を被

つ た如 くな る もの が 多 く， 又 1 種 の もの は杢 黒 の もの もあ り，更 に 登 白，黄白色，ILE色の も

の も居 る し，手足は 多 く白色で あるが ，多 くは黒禍色 の 體毛 と ， 顏面周圍並 び に手足の 毛が

白色 で あ る斗蜘 こ思はれ る、一般 に 此猿 は駲れ易 く，又甚 だ清潔で あ り，愛嬌 に富み ， 愛玩 用

に 適 す る もの で ， 余 も亦 嘗て 共の 2，3頭 を愛育 した事が あ るが 殊に 清潔好 きで あ り， 例 へ ば

排 便 の 如 き も 1 本の 木 を横 さま に装置 して お くと必 す共 の 先 端 ま で 傳 り行 き身 を力漕 め て 排

便 し．他猿の 如 く鼈處隨時 に排便す るが 如 き矢態な く， 又 ， 温浴 を好み ， 毎 日 こ れ を抱 き て

石 鹸 ノkを 以 て 拂拭す る に 如 何 に も我 が意 を得 た りと云 はぬ ばか りの 様子 を見せ る。部 ち最 も

温 良な る好愛育動物で あるが惜 しい こ と に は他の 猿 に 比 して 怯弱で
， 目本歐州等の 遠距離 に

輸逶 す る と長 く生 育せ す し て 斃れる の が常で あ る。死 因は多 くは肺炎で ある。之 は孚島一汎

に 廣 く常棲 し，海岸地 方又 は高山地 方を除 く外 ， 多少の 森林き へ あれ ば 到る處 こ れが 生棲 を

見る が ， シ ン ガ ポ ール 島 ，
ペ ナ ン 島 に こ れ を見 rm　V ・ こ とは ， 大手長猿 と同樣で あ る。

　次 に 尾長猿 五 跏 91u と云 ふ の は，所謂印度の 祠稲 に 出て 來る H 跚 uman と稱す る紳猿 の 本

體た る猿 の ユ種 で あ るが ，
こ れは動物分布上 の 束洋部 一般 に 廣 く生棲 し て居 て ，殊 に ボ ル ネ

オ 島に 多く．そ の 4 種ほ どが マ レ ー孚島に も生棲 して 居 る。尾は甚だ長 く，體 毛は眞黒色 i

友 白色 ， 又 は銀 白色で
， 所謂 ハ ヌ ウ マ ン 猿 は美 しき銀 色の もの を指 し， そ の 鼻は天 狗 の 面 の

如 く反 りか へ つ て 突起 して 居 るが ，多 くは幼時は體毛 白色で
， 年長 となる に 及び橙黄色 とな

る。その ］種 Pl・θ洳 趣 爾 瀬 li‘s は マ ン グ ロ ーブ沼澤地 帶に 好 んで 生 棲 し ，　 S（．　Presbytes　obsc・u−

t
’
U．g　tt海岸に 近 くカ ス ア リナ 樹 （木 麻黄科）の 繁茂せ る蓬 に棲息 して 居 る。然 しこ の 種の 猿の

最 も多 く棲息 して 居 るの は矢張 り高 山の森林で あつ て
， 特 に萬古未だ斧を入 れぬ 處女林 に は

群を成 して 生 活 し， 又 ，可 な りの 高 山 ， た とへ ば 20001n に逹 する lil間な ど に も生棲 し ，
1群

40乃至 50 頭位 も共 同で集 團生 活を營み，叉時 に そ の 群の ま 」擁
三地 に 下 り來 つ て 村落を荒 す こ

と もあ ゐ。一般 に 甜 卿 と稱す るの は ， 強 ひ て 和 名を附ければ「木 の 葉猿 」で ， 好 ん で 木 の 嫩

芽，幼葉等 を食す る もの で あ る が ， 捕獲 する こ と難 く， そ の 飼養され る もの 甚だ稀 で ある。
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　Maeaques 　taの 中に は褐色の 「椰子猿 」 α αα 照 跏 贓
．
xitlCS）と「蟹喰猿 」脚 ち A：

ulcL　（］1
’
c1cc

’
｛c
・
“

cyno ））iolgu ・s 及び ∫α 蜘 痂 ・is） が あ る。前者 は手地 の 小森林 申至 る處 に棲息 し， 稀 に 野生兇暴

なる もの もあ るが ， 多 くは 八 に馴れ易 く，土 人は こ れ を馴 育し て椰子樹 紀攀登せ しめ數 10nl

の 梢よ り命の まま に 椰子實を採取せ しめ る
。 而 も，主人が下 よ り聲をか くれ ば ， 少 くも左 ，

右 ， 少 し上 ， そ の
一
ド，そ の 邊の もの 總て ，等の ］V數種 の 號令は よ くこ れ を明解 し ， 意の ま S

に好 む もの を選定 して こ れ を採 ら しめ る が ， 被 は 雨手を以 て椰子實を回轉 し，こ れ を捻ぢ切

や適 當の 方向を見 て 投げ落 す の が 例で あ る。飼育せ る椰子猿 は 多 くは小型 で あ つ て 野生 の も

の 程立汲 で ない が
， 共 の 牲は時 に 普通に 發 育 し絡 つ た ス tC 　・・エ ル 犬

．位の 大 い さに な る もの も

居 る し，中に は仲 々 性 質の 兇 暴な の も居 る。森林 中で こ の 種の 狼に 襲は れ咬傷 を被 つ た例 も

よ く聞 くこ と で あ る。

　 こ の 極の 猿は尾 は短 く，所謂 「狒 々 」 に 類 し，後駮は前肢 よ Jlも遙か に 短 く， 大 なる臀胼

觝 を露 出 し， 季篩に 依 り燃え るが 如 き眞紅色 を呈 して 居 る し， 又年長の 者は 頸部 に長 き毛 を

密生 して 居 る もの で あるが ，

「蟹喰猿」 皀卩ち Kttiaは椰子猿 よ りは 少 々 小型 で あ るが 一見 よ く

似 て 居 て
， 精檢すれば ， その 前後肢は略同長で ある こ と ， 尾 は稍長 くし て慥 長 と 大 差 な

く，叉 その 體毛 も次白色調 を帶び て 居 る し， 時 に は緑色調 で もあ り，頭部 は往 々 黄金褐色 を

呈 して 居 て
，

V ン グ ロ
ープ の繁茂せ る沼 澤地 方 に多産 しその 泥 中よ り蟹 ， 小魚 ， 貝等 を

．T潮

に際 して 捕食 して 居 る の を見 る事稀で 無 く， 水 泳 も巧 み で あ 夢 ， 長時間水中 を蹟渉する事 も

甼氣で 魔 き沼澤な ど渉る に 水量多 き時 は牛ぱ跡泳 し， 又水 底を潜行す る こ と もあ る。之 は水

表 に 於て は，游泳 中鰐 など に 襲は る s を知 つ て 寧 ろ水底の 安発 な る邊 を呼吸 を殺し て 歩行 す

る もの と信ぜ られ て 居 る。 こ の 習性は熱 帶産猿の み に特有の こ と と思 はれ る。

　マ レ ー地 方 に生棲する擬猿類で 一見 ナ マ ケ モ ノ に 似 て ゐ る独猿 （ATycti，（」ebus 　tα’）’dig｝
’ac2ms）

κ 脇 画 聯 Kerα duL’tf， 」y｛10叩 は不活發な動物 で あ る。その 大 さは小型 の 猫 に 比 す べ く．毛

色 の 錆褐色 よ り銀友 色迄の種 々 な る不快色で
， 多 くは鼻端か ら殿部 に か けて 濃色の 線條を有

して居 るが ，殊 に著 しく目立 つ の は共の 亘大 なる眼で あつ て如何 に も彼が夜 闇獸で あ る こ と

を裹書きして居 る。士 人の 闇 で は往 々 こ の 動物を フ ク ・ フ ネ コ と云 ふ 意味の 名で 呼 ん で 居

り， 叉 マ レ
ー

の 船乘 り仲間で は，丁 度 日本 で 牡の 三毛猫が 珍重 され る と同樣に
，

1 種 の マ ス

　 コ
ッ ト と して船 中に愛育 する風習 もある。

　 マ レ
ー宇島 に生棲す る肉食蠍は，周知の 如 く第一・に 虎 で あっ て

， 往 々 不 注意 なる 出鱈 目胃

險文學作家が ， 無貰任 に 書 V・た もの に あ る如 く獅子 などは當地 方に は居 らぬ の で あ る。同樣

に
， や は り無責任な る熱帶冐險談や 映畫 など に 出て 來る ア フ リ カ蕃地 に 於け る虎狩 りや

，
ボ

ル ネオ 輿地 に 於け る猛虎 との 大格 鬪談 など，何れ も登 然贐僞で
，

』
虎は イ ン ド か ら 束 ，

ビ ル

．
マ

，
マ レ ー地 方，印度支那 ，支那 ，滿洲 ，朝鮮 ， それか ら寧 ろ シ ベ リ ア 方面 に は 生 棲 す る

幽

1

磯
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’15

が ，
ア フ リ カ は 元よ り，ボ ル ネ オ 島に もこ れを見ぬ もの で あ る。

　 マ レ ー地 方 に 生棲す る虎は ， その 名が 世界的に 大な る に も拘 らす ， そ の 體躯の 大 さは
， 實

は ゆ度産の 大型 の虎 に さ へ 劣 る位 に 小型の もの で ，勿論 ， 滿洲産 の 亘 大 なる もの に は比 すべ

くもなV ・ が，其 の 猛性は恐 らく世 界無比 で
， 立 派な論撮の 上か ら，象 を除 く他の 如何な る陸

棲動物 も虎 に は敵し難 く， 獅 子 の 生棲 に好遖 な る マ レ ー地 方 に 1 頭 の 卵訂
一
も生 棲せ ぬ の は ，

虎の 爲に漸次 獅子 が驅逐壓迫 せ られ て 絶滅 した の で あ る と云 ふ推測 を爲 す こ とさ へ 出來 る し

又 ア フ リカ 州 iz獅 丁
．
が 覇を稱 へ て居 る の は畢竟共 の 地 方 に虎が 生 棲 して 居 な V 僞 で あ る と結

論 して 居 る人 さ へ ある位で ある。然 し， マ レ ー地 方に も最近 まで 獅子 が濡 つ て
， 此處數百年

聞に虎の 爲 に 驅逐 し去 られた の だ と極論 する 人 もある が ， こ れ は シ ン ガ ポ ール の 地 名が ， 土

語 の Si　・，vltL　1）M ）
・
lt 脚ち發弔子 の 町 ，叉 は 81昭 り 〕紘 α 皀卩ち獅 子 の 島，と云 ふ 呼 び方か ら來て 居

る と云 ふ事 に牽彊附會 した迷 論 E’
，

シ ン ガ ポ ール は實は外海か ら見 え る形 で
， 獅子島 ， 叉は

「島で造 つ た獅 子」 と云 ふ意味に 土 人船乘 りか ら呼ばれ て居 る に 過 ぎぬ の で あ る、何れに し

て も， 今で は獅 子は勿論 ， 虎 も本島に は居らぬ。但 し， 對岸の ヂ 。 ホ ール 州 に は何程で も居

るか ら， 恐 ら くは 10り年以 前 に は 本島 に も虎 が居 た こ と と察 せ られ ，又，今で も島内の 深林に

は或は居 るか も知れぬ 、否 ， 居た と云ふ こ と さ へ 聞 くの で ある。

　 ト ラ （Rim αn ）は常地産 の もの は平均共の 牡で S 尺 3− 1 寸位 ， 皀卩ち鼻端か ら尾端迄 2m 牛

以 上 で ある が ， 牝 は約 1 尺位小 さV ・ の を例 とする。私が 1931年 10月に ，ヂ ォ ホ ール 州 ラ ン サ

村で 生檎 した 牡虎 は身長 8 尺 8 寸 に 餘つ た もの で ．相當の もの で あ つ た．

　虎は隨分高山數 千尺の 處に も生棲 し．又 海岸の 平 地 ，沼澤地 帶な ど に さへ 居 るが ，畢竟常

に 鹿 及び野猪 の 多産 す る と こ ろ に虎 も亦 多棲 し．こ れ等 の 餌獸 の 居 らぬ地 帶に は虎 も亦居 ら

ぬ こ とと考 へ て 間違ぴ は無 い の で あ る。但 し ， 數年前孚島の コ
ーラ ン ボ 市郊外 で射殺 しk1

頭の 大牡虎を解剖 した時 に其 の 胃の 中に は普通 に民 家附近で 捕獲 した虎 に見 る が如 き野猾

家 豚，犬，猫，等の 餌獸 を見す して ，實に ，腎を充滿せ る無數の 蛙 を發見 した事實が ある。

又 所謂 「人喰虎 」 と云 ふ の も稀 で は ない が ．自陵 産の 虎め如 くに は人 を襲は ぬ と思 はれて 居

る。i蓋しマ レ ー虎は其 の 動作が 印度虎 と較 べ て餘 わ敏捷で ない の で ，寧 ろ容易に捕食出來 る

小獸 を狙 ふ の で あ るま い か と思 はれ る t

　マ レ ー地 方 で は ヘ ウ （駕 徇 川 画 畝 Rf ，｝1  ゐ〜5祕 伽 g （意譯 すれば 「彩虎」 と で も云 ふか ，

照 ’”めω 甲 は元來甲蟲の こ と で あ るが ．マ レ ー
人 は少 し小 さな美 しい もの を一般 に 左樣に 稱

す る の で ．こ s で は必 す しも甲蟲 と云 ふ の で な く、先 づ 〔lainty と云 ふ 位の 意味 と考 へ て よ

い と思 ふ の で あ る）に 2 型が あ るt そ の 雨型 の もの は學者 に 依 りて は全 く別種 と も論 じ て居

る樣 で あ り，兎 に 角 V レ ー地 方 に は甚 だ多 く生棲 して 居 て ， シ ン ガ ポ ール の 島内 に さへ 人家

よ り程 遠か らぬ 邊 に も出波す る の で ある n その 最 も普通 なの は所謂 「黒豹 」で ， よ く見 る と
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矢 張 り固有の 斑絞を有 し て居る が ， イ ン ドの 黒豹に 見 るが如 き眞黒の もの は稀で ある。黒豹

よ b も一贋稀なる は淡色豹 （F 騰 勅 蜘 動 皀卩ち Rimctn　da　lpatnで あ る．Dahan と は樹枝の 意

で あるが こ S で は 線紋 とで も云 ふ ぺ く， その 毛色が あたか も線紋の．如 く輝 き ， 小型の 虎 の 如

くに も見ゆ る位で あ る。皀卩ち豹に 固有 の 斑紋が比 較的大 で あ つ て 互に襴集 つ て 幾分か線紋 の

如 くtc見ゆるが ， 體毛 は淡 き鼠色力汎 つ た 色彩で ， 多 くは全然樹上 に の み生棲 して 居 る と云

は れ るが，ネグ リ ス ミ ラ ン 州に は最 も多産 し，又 ネ パ ール 高原 ス マ ト ラ
，

ボ ル ネ 才 に も多 く

居 る と知 られて 居 る。

　豹の 外 ， 體長鼻端 よ り尾 端ま で 5 尺 位迄の 山猫 ， 又 は 野猫が 、
5 種類位 マ レ ーに 生 棲 して

居 り ， 何れ も處女林 中に發見され る が ， その 最 も普通なの は kiis　tr．tt！，tt．1，献 ・1 帥ち Rii“」ts）i

αψ 〜g，「ノこ虎」 叉 は 「犬猫 J と で も云 ふ名で あ る が ，大 さは 充分 に發育 しfc大 犬位、體の 上

表 は美 しい 黄金色 下表は淡黄で ，不規則 な斑點が ある と こ ろは豹 に似 て居 る。叉 1 種の も

の は Felis　i）uvkiot ・
ata と稱 し ， 歐洲 ， 殊 に 共南部 に 居 る 由猫の 如 くに し て ．一一唐 大なる もの

は其 の 尾 が充分長い 獸 で あ る n 更 ic第 S の もの は F εllり ・1碗 匈 ，5 で 、 こ れ は名 の illl　〈頭 部が

扁 罕
，

そ の 尾 は 短 數 して居 て， こ れ が 所 謂 シ ヤ ム 猫 と して 知 らる S 愛 育猫の 毬 先だ と思 はれ

て 居 る の で あ る。第 4 の もの は 斟 lsl熈 」磁 ラ1崩 で ， こ れ こ そ俗 に 日 本で 繪 に 畫 い た 豹で あ

るが ， 醴躯は 大な らす ， 尾 も亦割合に短 い が美 しい 色 を呈 して 居 る の で ，屡 こ れが飼育 を試

み た 入が ある が ．その 生後數 日の 幼稚獸 で さ へ 仲 々 人剛の 手 に 負 へ す．性質兇暴で 到 底飼育

出來ぬ の み な らす，檻 中に 養へ ば長 く生 きぬ 様で あ る
。

　麝香猫 （1’

arftdo ．ruru ．s　JterrnaphrofiituLg）帥ちCi、でt、 3f〜酬 昭 父は 」五・綿 ’・甲 と稱す る もの は多 く

居 る。そ の 最 も普通の もの は 「椰子 猫」 とで も名づ けや うか，郊 外の みな らす市内に も控 女

入家 の 墜根など に棲ん で
， 雉 や 野眠など を食して 居 る

。

　麝香猫 は普通 の 家猫 と異 りて
， 共 の 頭部 は紬長で鬣 を有 し，叉共の 體臭 が彊 く， 瞬 香鹿 を

思 は しめ る悪臭が あ るが ， そ の 最 も著明 なる もの は ISinfuiojl．q
厂
熊猫 」 （．aゴ

・
‘
・til・！ei．：’〜丿’，♂tldt｝，，〃）で

體長約 4 尺位．長き輝や ける黒色の 體毛 を有 し，時 に そ の 毛端が 白色を帶び て 居 て ，自然體

色が稍貝色 に 見 え る が ， 耳は Lコ
’
tix の 如 くに立 つ て ゐ る し ， 尾 は所謂捕提性を有 し樹枝等に

卷 きつ き得 らる S の で あ る。 こ れ は馴致し て 家畜の 如 く飼養が 出來 る
。

　Jle・rpe ，stesに屬す る もの ，眞の 馳 貂等 も 3
，
4 種生棲し て居 る。

　野犬又 は狼と も稱すべ き もの ，
マ レ ー

迦 1御 〜5广翩 σ 即ち森 の 犬 と稱 す る もの は （抽 け 1卜

tilans で
， 俗 に S，

’igalaと稱 す。 これは イ ン ドの 狼．又 は ドイ ツ で 云 ふ 「シ ヱ フ
ァ
ードーi，

英人 の 所謂 「 ア ル セ ー シ ヤ ン 」 など と云 ふ もの と同一系の もの で
， 特 に イ ン ドの Dhole 狼，

及び赤 毛の獵 用参に 近 似 し て 居 る が 、 牛島の 北部 ，

ペ ラ州 ，
パ ハ ン 州等で は さま で 稀 で な

い ．但 し都市 に 近 きと こ ろ に は居 らぬ もの で ある。そ の 體毛は狐 色の 赤色調 で
， 尾は 多毛で

翻

凝
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大 で あ り，そ の

1
尖端が往 々 黒 色で 立派な犬で ある が ， 殊 に赤 色の 體で 尾が金 黒の もの は實 に

立派で ある
。 多 くは 5

，
6 頭乃至數 10 頭 の 群 を域 して 横行 し，羊，山 羊 ， 家畜な どの 外 ，時 に

は 大なる水 牛な どさへ 襲ふ位で ，土 入は こ の 野犬群に際魯 し又 は遠方か らで も共の 群 を認む

る と非常に 恐 れ，且 つ 不吉と考 へ

， 萬一不幸 に も此 犬 を見た る時 は，唯速か に 口 を開 きて 舌

を露出しつ X 逃 げ去 る ぺ く，若 し此 方 よ ゆ舌 を出さざる前 に 犬が 舌 を顯 はすが 如 きこ とあ ら

ば， 1 年以 内に 必す 1大不 幸 に逢 ふ もの と信 じて 居 る の で
，

こ の 種 の 犬 に對 す る か N る迷信

は マ v 一人間 の みな らすイ ン F 入 に 於 て もその イ ン ド狼 に對 して 同様の 迷 信を有 し ， 或は右

野大 の 排尿す る と こ ろ を目撃 すれば將來必 す失明す べ し と か ，
又 か S る瞰法 を有 する 犬な る

が故 に ， 樹 木の 幹或は草原 の 繁 み等 に 故意 に排尿 しお き て ，人 又 は其の 餌食とな るべ き動物

の 來 りて こ れに 觸れて 覗 力 を損 ふ 様 に す る悪癖あ りな ど と云 ふ て 居 り，
マ V 一人 は元來如何

なる 犬 をも略 同様の 考 へ を以 て櫓 悪 し，これ に 反 して 1］i羊 は支那 人1司織 に言獸な りとす る の

で あるか ら、豚 を食せ ぬ 回敏徒 も山羊肉は好 み て こ れ を食 し，從 つ て 「羊頭 を禍げ て 狗肉を

賣る 」 と云 ふ樣 な言葉が 出來 て 居 る の で
，

こ れ は支那 本部 に於 ける言葉と爲す よ ilは寧 ろ在

南 の 支郵 人 の 言 ひ 初 め し警 旬と見 る の が 正當で あ り。又
， 實際 シ ン ガ ポ ール 市内な ど ， 至 る

處 に丈字通 1　 kc羊頭 を羯 げて 衆ig　tc示 して 居 る羊肉商が居 る 次 第で ある。

　ヵ ハ ヲ ソ 盈 川 昭
・beran9（厂遲 v・ 者」の 義）も亦 ，

マ ．レ
ー地 方の 殊 に沼澤地 帶に 多 く産す 。

こ

れは歐洲 産の もの と大差が 無い D

　 マ v 一
熊 （Hplftretos　in・ftla．vαmus ）Bret‘ftng は頗 る小獸 で 1貫 δ  0匁の もの は稀で あるが ， そ

の 最 も小 さな もの で も人 を咬み 相當の 負傷 を與 へ る位兇暴で あ る p

　 有蹄類 に は マ レ ー産諸動物中最大なる もの が あ りその 種類及 び數 も輩だ多い 。象は CI（tjak

で ，極 め て近 年迄 は牛 島到 る處 に 生棲 し て 居 た もの と思 は れ，現 に シ ン ガ ポ ール で さへ 野生

の 象を見た の は さま で 昔の 事で な く， 封岸の ヂ ォ ホ ール 州 に は今で も時 々 早朝 な ど市 中に さ

へ 出 て 來 る の で ある。但 し今で は シ ン ガ ポ ール 、ペ ナ ン 兩 島 に は絶 え て 其の 姿を見ぬ 樣に な

つ て 居 るc

　 ア ジ ア 産の 象は 近年 數種 の 地方Pt．　IC分 け られたが ， マ レ ー象 は　Elel）lias・Mft．1’il｝IUS 　h−i）’sutus

と名づ けられ る。こ れ は ネ グ U ス ミ ラ ン 州産の 象の 仔 を曾て英國に途 つ た こ と が あ つ て そ の

動物の 病理 解剖記録が あ り， 病名 は今記憶せ ぬが ， そ の 病理 解剖 後tli　N る命名が あ つ た と の

記載が ある が ．何れ に もせ よ 近 年の 命名で あ る，マ レ ー象は イ ン ド象 の 大 なる に及ぱぬが ，

ス マ トラ象 ，
セ イ ・ ン 象 よ bは大型 で

， そ の 象牙の 重量 も亦 ，
1 對 9D英斤 に及 ぶ もの も あ

る。但 しイ ン ド象に於 て は 人 の 知 る如 く象牙 1 本が 80英斤 、
1封で 160英斤 IC上 る E 大 な も

の さ へ あ る。 マ ラ ッ カ舊市 ，上部 ペ ラ州 に於 て は象 を家畜と して 飼養 し種 々 な る勞役 に服 せ

しめ る が
， 其他 の 地 方 で は飴 り敦 を使役 し て 居な い 。 これは 多分 シ

ャ
ム 人か ら敏 へ られ た事
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鞠

ら し く，先 づ車 を輓 くこ とや 木材の運搬など に 用ぴ て 居 るの が例で あ る。

　 犀　Badak の 1種 なる 「ア ア ジ 双角犀 」 の 學名 tt　Rhinoce｝
・
os・St“）zrtt・ren ．sis で あ るが ， 沼澤地 帶

よ り高所 は山間 に 至 る迄 廣 く生棲 し．可 な bの 嶮 しき山頂迄攀登す る。犀は世界各地め動物

園其他で 要 求が 多 く， 曾 て 牛島の ヂ ン ヂ ン 州邊で は犀 を飼育 して輸 出す る定業者さ へ あ つ た

位 で あ る
。

叉 生 きた もの の み な らす ， その 角は所謂 「犀角 」 と して漢 藥に珍重 せ られ 、そ の

皮革は 工 業Jll　IC高價で あ る の で 現 今の 如 く野獸 保護法の 制定なか りし以 前 に は隨分濫獲せ ら

れた こ とで あつ た。更 に動物分布學上 ， イ ン ド
，

ア
ッ サ ム 州 ，

ビル マ
，

シ
ャ

ム ． ス マ ト ラ ，

ジ
ャ ヴ ァ の 各地 に廣 く生棲 し居 た筈 の

「
單角犀」　Rhinoce ）

’
os 覇 漁 161‘ の 如 き は現 今に 於 て

は 双 角犀よ b も一屠稀 とな D，又地 方 に依 Dて は既に 絶滅の 形 に て
， 百方 こ れ を保護 し居 る

と雖 も最早共の 存續 は困難と さ へ 考 へ られ て 居 る が ， 體躯大に ， 重厚 な る 皮膚， 頸部 ， 肩

部 ， 股部 の 大皺嬖 に 依 りて 他種 と一見 して 區別せ られ，叉 單角で ある こ とは共の 名 の 示 す如

くで あ る。

　
バ ク は全身牛白の 不 可思議なる外觀 を有す る第 3 紀中新 は（1）Liocelle ）の 潼物で あるが ， 而

も割合 に稀有な らす，唯甚 だ憶病 で逃竄 し居 る爲 め捕へ に くv ・が ，濕地 ．河 床 ， 沼澤 の 邊 に

於 て屡 k 散 見する事が あるの みな らす ， 時 FCは ゴ ム 園 内を荒 し， 又人家の 近 くに 現は る X こ

と さ へ ある。 こ れ を捕 へ て 飼 育す る に ．よ く入に馴 る N も餌食に 相當 の 注意 を拂は ざれば忽

ち斃死 す る の で 取扱ひ 困難で ある。

　野猪は マ レ ー地 方 に は 3 種 ある が ，何れ も農作物を荒す害獣 で あ り， 共 の 體躯は大 な らす

又共の 力 も弱V ・が ，…贋大型 で ある ボ ル ネオ ，ス マ ト ラ及び リオ ーリ ン ガ群 島産 の もの と同

様の 農敵で あ り， 叉 ゴ ム 國に 於 け る脅威で ある。 ラ ン カ ウ イ 島に は父 1 種の 倭小 なる野猪が

生凄 して居 り， メ ル ギ群島，テ ナ ス セ リ ム 地 方の 駈産たる ・S’u，s　jiuJJatululu．s と近似の もの が 生

棲 し て 居 る e

　大野牛 （Bo．s　ga
・
unts 　hubbaek ‘i）　Bis．on 叉 は Gaur 皀口ち Selacran．fiは

，
イ ン ド産 の 典型的野牛 と

は細 ：部に 於 て 多少の 差違は あ る が，昔か ら牛島一圓何れの 地 に も 非常に 多 く生棲 して 居た

もの で ，今で も普通 ど こ に で も森林中に 群棲 し て 居 る が
，

セ ラ ン ゴ ール 州で は殆 ど絶滅 的に

減少 した と聞 い て 居 る．パ ハ
ン 州 に最 も多 く，ネ グ リ ス ミ ラ ン 州 ，ペ ラ州，ヂ ォ ホ H一

ル 州に

も相當の 數が普通 に 生棲し， 植民地 に は今は こ れ が横行 を見ぬ の で ある
。 主 と して黄色 を帶

びた褐色叉 は黒色で
， 草原叉 は竹林中など に 好ん で棲み，相當に 兇暴な もの で あ る。第 2 種

Bos 　sonclaictrs
，
　CantiDg ，　Tsain 皀口ち Fαp‘ は牛島北部 ク ラ 地峽 シ ヤ ム の 國境か ら北 へ かけ て 普

通 に生棲 して 居 り， 共の 角の 形駄に依 b ， 前述 の 大野 牛 とは區別 し得べ く， 叉脊骨の 隆起は

前 者ほ ど大 な らす ， 更 に 四肢及び臀部 の 白斑等 に怯 りて も區別出來 る種 で ある。

　眞の鹿 帥 ちイ ン ド産の Salnbur は濃褐色の 毛を有 し，叉鬣を有す る大鹿に 近 似 して 稍小 な

誉

辱

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologioal 　Sooiety 　of 　Japan

冖

卜

ノ

、
〆

マ レ ー 孚 島 の 動 物 317

る Cε酬 眉 呶 ♂ω 〜oり
・
equif2

−
lisは マ レ イ 人 の 所謂 Ru ／s” で

，

．
今で も到 る處 に 生棲し ，

シ ン ガポ ール の

島中に さ へ 居 るが 7
ペ ナ ン 島に は居 らぬ。

　「映鹿 」 Cervus　on・Uiltjac 皀卩ち 1動吻 g は數は 多い い が ， 生棲 する地 方が 限局 して 居 る。
齟

　俗 に 「鼠鹿 」 と稱する小型 の 鹿 は，イ ン ド， ア フ リ カ州 に も産 するが 、實は マ tr 一牛島固

有動物と云

』
ふ べ き もの で Tragulidae に 羈する 。

こ れ は鹿 に は違ひ な を も， 原始的の もの で

眞の 鹿 で は な い 。體 躯甚だ小 で あ つ て
， 脊肉隆起 し，細小な る四肢 を具 へ

， そ の 牡は上 顎に

1 對 の 相當 に 長 き牙 を有 して居 る。こ の 2 種 が マ レ ー地 方 に普通 に 生棲 し て 居 る 。 第 1 の

恥 1αコlr齢 （踊 g跏 8 α々舳 の は體型最 も小で
， 輝や け る毛 を有 し美 し く，他 の もの Trag・ulius

71aple は 粗毛で 色彩 も美ならす ， 體型 稍大で あ り，現 今稀 で唯 沼澤地 方に 生棲 して 居 るが ， ア

メ リ カ土人闇 に語 り傳 へ て ゐ る聯話 の 「兄弟兎 」 （Brer　Rabbit −
， 米 入 C．LHVDLER 　HARRIs ：1843−

190S の 動物禽話集
‘‘
Ilncle　Remus ”

を見 よ）と同一な る着想 を以 て マ レ ー人閙 に傅設 と して

知 られ て居 る動物で あ る。

　マ レ ー牛島北部 よ り中央部 に か けて 高山地 帶は總て 石次岩の 崖で あ る が ， 此邊一帶柯れめ

地 に も居 る羚羊 瓦 胴 8漉 g，砧 又は 」瓩柵 ゐ1ηび 卿
・
〜IOIz （OCtprico・rn 　is　su 　m −atretv3i3 ）は ， 日本産の

Nemorhaedus と近 似 して居 る。 これ は相當 多數 に 生凄 して は居 るが ， 其 性質上 捕 獲せ らる

s こ とが 少 く， 峯の 頂 な ど に發見す る動物で あ る。叉 ス マ ト ラ島奩 の もの と同一一一ptで な くと

も非常に 近 似した もの と知 られ る。

　齧齒類は種 類甚だ 多 く殊 va　lit島で は最 も多い 。ム サ サ ビ 盈 必卿 （Petaurista　t｝itda）は マ y 冖

地 方に は珍 らしか らぬ もの で ，その 大 なるは大凡家猫 に 比 すべ く，その 毛色 は赤褐色 ， 森林

中に あ りて は 高さ 30m の 樹榾 よ り斜 に室 中を滑翔 し て遠 く100m 以 i二 も飛翔す る の を見 る 。

叉小 なる もの S”zu）a ’i（Peta・u ）
・iilirs　kinlochi：）　tt鼠 よ り稍大 なる程度の 衣白色 の もの で は ft　tc多 く

生棲 して 居 る e7 吻α‘ と云 ふ の は右の ム サ サ ど以外普通 の リ ス の こ とを も總稱する。 リス は

非 常に 多 く生棲 して 居 り市内 に す ら多數見受 け，公園 の 如 きに は 幾 百 を以 て 算 へ る こ とが 出

來 る が ， 其毛 色 ， 習慣，大小等 も亦種 々 あつ て
一様 で は なV ・。Jfenetes

，
　Lariseus

，
　R ・inosciZir・us　ag

何れ も主 と して 地 ．ヒに 生棲するが ， 其他 に も色彩の 更 IC　Ptしを幾多の 種 が ある。叉 樹上 生棲

の 屬 に 於 て も， た とへ ば暗色 の 毛 を被 る SOiu：’lts　prevosti とか Scifut’・les　ten−ttis　thgあ る。

』

後者は

黒色，白色，銀白色 ，橙黄 色等各種の 美 しき毛皮 を被 る もの で 愛玩 用 と して も相當の もの で

あ る
。

　鼠類 は甚だ 多數に 生棲す る こ と勿論で ，他 の 多 くの 地 方と同樣大 凡其地 の 人 ロ と 比 チベ き

位 の 生棲數を有す る筈な るの み な らす ， 又野生 の もの が 甚だ 多 い 。 シ ン ガ ポ ール
，

ペ ナ ン 雨

港に於 て は R αttus‘decrt・m 　Nnus は船舶 に依 りて移 仕 し來 りしこ と明確 で あ り，
　 GunOmy 脚 ち

Bfit）dieoot　 r：at・s も亦 同様で ある e 歐洲の 外，
．
印度 よ りも震繭種 の 鼠族が船舶 に依 ウて との繭
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地 に渡來した こ とを察 し得 るが ， 牛島木部に は こ れ等 の 鼠 は見當 らす， 又 は甚だ少な）・樣で

ある。牛 島全部 を通 じ， 殊 に 鑛山所在地 ， 大 小の 都市 ICは近年非営に 多數の R ．脚 s曲 醜 α

を見る に 至 つ た が ， これ は實 に 最近 10ケ 年間の こ と で ，確 かに 支那 人に依 りて 新た に 移入 せ

られた もの だ と考 へ て 居 る人が 多い 。勿論
一番 に 多 い の は R 撒 楙 ‘し‘幡 で あつ て ，これは都

市 田園 を問はす比 すべ きもの 無 き位 に行 き渡 り又數 も多 い が ，こ れ も亦實は 人爲的 に 當地 方

に 移入 した もの で 天然の 所薤で ない こ とは確か で ある。共他．船舶 に 依 り移入せ られた Jlus−

culu3 も亦家 屋の 内外到 る處に 出沒 して 居て ， 毛皮銀白 の もの も亦稀でない が ， 多 くは鼠色

で あ る。 叉鼠色の もの と雖 も腹面は 淡白色を呈 す る こ と他地 方の もの と同様で あ る 。

　ヤ マ ア ラ シ Percupines は歐塹産の もの は 鞠 ＆醗 5 米國産の は b］rethion と穩す る が
，

マ v

一牛島に は 3 種ほ どが 生棲 して 居 て
， 體躯大 に して 短 尾 なるAc α，ithion　b，U 吻 脚 z‘ηレ

， 長尾 の

Ather｛s
・r・iGs　fi｝ctcrourus 及び俗 に 「毫猪鼠 」 と呼 ぶ Trichis　lilmraが居 る。その 他近似種 Rhico−

mep 　Stsonatrensis イ谷に 「竹籔鼠」 と で も云 ふ べ き もの は
， 好ん で 竹籔に 住み ， 艦贖短 小 ， 野

兎の 小 形の もの 位で
， 銀 白色の 美 しい 毛皮 を被 り， 頬 は赤 く， 尾 は無毛で ある、元來穴居性

の もの で
， そ の 齒は甚だ鋭 く強力で

， 容易 に鐵素製の 鑵 を噛み破 る亡云 はれ て居 る．

　食蟲類 に 屬 する もの で vv ・一地 方 に生棲す る も の は 多 くない 。その 内 Tupniiclae（Tree

sh 田 w ）に 属す る もの の 2 種が稍目立 ちて 見え る の み で ある が
，

これ と樹上 生棲す る牛夜間動

物で
，

一見 して リ ス の如 くで ある が ， 叉 ， 更 に稀な る もの で PtiZeca’c ！cs，　lowi　eo・ntint 〜
’
nti，s と稱

し， 其尾が 一見 して 朋毛妝で
， 横 に帶環を周 らした る が如 き横紋が あ り，尖端の み有毛 で

，

昆幹は爾側 に 朋毛歌の もの も無 く全 く赤裸で あ るが 夜間動物で あ る。

　其他歐洲産の ハ リ ネ ズ ミ に類す る 2 種の 動物 も居る e 其 1 つ Tilcoes　bttlan月鼠 G’y・］nmt ｝
’
（e

gy’nmur α は 悪臭あ る奴で 長き黒毛 の 尖端白色な る もの を被 り尾 は裸で
， 他の 1 種 Ilylomlis

suillus は 柔毛 を被 りた る鼠位の 大 さの 動物で
， そ の 尾 は裸で あ り體霾は短小で ある。

　 「麝香 リス J と も稱すべ き Oroeld−ura に屬 す る もの も數種生棲 して居 る。これ は小型の 鼠 で

尾は太 く尖端が 尖鋭 とな り ， 毛 は普通黒色乃 至鐵色で あ る
。 その 1種 で通例 「麝香鼠」 C7ieeL−

chui
’
ut （a ・

oo 油 翩 6 ごε厂ul εの は，恐 らくは イ ン ドか ら移入せ られた もの と思はれ る もの で ，人

家 に 出入 し ， そ の 活動は 家鼠ほ ど活發で な く， 容易 に追 及 し叉 捕 獲 し得 る。名の 如 く甚だ し

き惡臭を發 する動物で 通例これ を r帥 叉は lnouse と呼ぱ す niusk −shrew と呼ん で ゐ る の で

ある．

最も不 可碧議 なる存在は ネ コ ザ 〜レ Flying　lemur （craleoptei’・us　penit“sulae ）1動 伽 と稱する

夜行動物で ある。之は猫位の 大 さで 柔 らか き銀白乃至 友白色 ， 稀 に は赤色の 毛 を被 り，
これ

に 白色の斑點などあ り， 捕提性の 尾 を有 し其の 周圍は飛翔に 當つ て 擴張 する肉膜を具 へ て 居

る p 徇，こ の 動物の 前齒列は奇妙なる形状の 細小なる櫛形 となつ て ゐ て
， その 用途は未だ確
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實 に 知 られ て 居 らぬ。更 に 注意す べ き點 は其 の 毛皮の 上 に繰色の 顯微鏡的微細な る 1種 の 藻

類 を生 育せ しめ て 居 る こ と で
，

これ は ア メ リ カ 薩の ナ V ケ モ ノ に も亦見 らる L と こ ろ で あ る

が ，容易 に酒精 を以 て 拂拭 し去 る こ とが 出來 る寄生物で あ る。

　翼手類 は マ レ ー地方 に は約 60 種 ほ どが生棲 して 居 り， 最 も大な る もの は所謂 「大蝙蝠J

（Pte’，’opus 　z’a ）｝魍 昭 3 争・跏 砌 σ伽 諮 ）Giant・　fru‘
tt　bat 皀卩ち Kel・ltrc・ng と稱 し 充分 に發育せ る もの で

は手翼の 兩端間が 】，5m に も及ぶ の で
J

「マ ン グ ロ ーヴ」の 繁茂せ る 沼澤乃至 海岸地 帶に數千頭

の 群を成 して 生凄 し， 密雲 の 如 くに な b て 飛翔 し農園 等 を襲ふ て專 ら果 實 を荒 す害愀で あ

る
。 共他稍 小型 の 例 へ ば石荻 洞中に 陰棲す る Leaf−n 騰 d　bat とか ， 叉 特 に シ ン ガ ポ ール に

於て 常に見 る Nakecl　bat・　（Cheb・oinele ，s　torl）uattLs ）と稱 する もの ，俗に ト ビ ネ ズ ミ 7轍 磁 痴 眼 g

な どとも稱 して 居 る e 何れ も飛翔速力甚だ速 かで
， 夜 陰に乘 じて 市内外 を飛 び廻つ て 居 る こ

と は 入 の 知 る如 くで あ る
。 又 海岸地 方に は黒 色の 髯 を具 へ たる特種の カ ウ モ リ も數 多 く生棲

し ， 更 に最 も小型 の もの で E ）｝bba・llonn？’a・pEf・ni
・
n，suiae と稱 ずる眞黒色 の もの が居 る。

　海牛類 に はザ ン ノ イ ヲが ある。琉球方 面 で は 俗に 「ザ ン J と稱 して 居 り， 體長凡 そ3m 位 ，

DugDn 或は D ／ly α 1g （llTalico，
’
e （〜Ψ 胃 9）俗 に Pj・oertipofian 　iant皀防 海女と稱 して 居 る e 我邦

の 語 り草 の 「入魚」 は こ れ に基 づ くか ，實際その 哀調 ある鳴聲 は 1種 の 悲痛な る 入の 叫 び聲

の 如 くで もあ り， その 牛身を浪間に 現 はし高 く頭部 を擧げ て 訴ふ る如 くに 吠 え る様子 が如何

に も薄倖なる婦人が海に 身 を投 じて 最後の 怨 み を述 ぶ る が如 し， と幾多の 著者 も記述 して 居

る 。
こ の動物は シ ン ガ ポ ール 近 海 ヂ ォ

ホ ール 州 ， ネ グ リ ス ミ ラ ン 州の 海岸 に は比 較的稀で な

い 。叉 リ オ群島 （シ ン ガ fii　’一ル の 沖合 赤道直下の 蘭領群島で 、あ る）邊で は ， 此動物の 齒牙

か ら喫煙 パ イ ブ を製 して 用ひ た り， 更 に マ レ ー人 に 云 はせ る と ， 此動物 を生擒 tcして その 涙

液 を探取 し （儒艮 は陸 に揚 ぐれ ば啼泣し て 落涙す る もの で あ る が ） これ を以 て 貴 重なる 1種

の 「惚れ藥 」 を作 る と云 ふ話で ある e

　鯨類と して は マ VP 近海に は抹香鯨 SPGrm 　wha ］o （Physete）’　7）u
’
tc’・ocepl レrtlus−）が居 る。其他に

は曾 て シ v ム 及び マ ラ
ッ カ 海峡の 海岸で 小型 の イ ン ド鯨 111dla11伽 whale を重甫へ た詛録 もあ

る が ， まつ代表的の もの は抹香鯨の み で ある 。その 他 に 南洋鯨 （．“
’
eobalftefza ）Pigmywhale ，

小鯨 （Balae ・na ）Grcy“whale も居 る こ とは居 る 。

　 イ ル カ は數種 生棲 し， 就 中全白の 體躯に 眞紅色の 鰭 を具へ た る 8伽 Z’α 廊 飢 廊 ，其他鐵荻色

の ．seem）　pZumbeus な どは特記すべ きもの で ある。更に 大型で ある Indian　porpoise （Orcella

b瑠 1畷 癇 ），Indiall　black　fish（（］lobieepharus　
・i・a・f〜icus）な ど も茲 に附記 して 置 く必 要の ある海

獸 で あ らう。 ス ナ メ リ ffTcoinerisも亦著名の もの で あ る。

　 貪齒類 に は 「綾鯉」 搾 山 甲」 Te・iggiling （−Ilani−s　jat’aniea ）が あ る。 歐洲 入 は俗に こ れ を

Armadil ］o （ス ペ イ ン 語 ）と云 ふ 。稀な もの で 無 く，
タ ミ ール 人は其鱗片 か ら 1種 の珍貴

’
な嗜
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鞠

好的 食料 を製 し， 支那 入は こ れ を藥用に 供 する
。

o

　　　　　　　　　　　　　　　　　2．鳥　　類 　（a ）

　 マ レ ー
地 方 に生棲す る鳥類は其數 650種 に 上 り， 面積の 大 なる マ ス ト ラ．

） ジ ャ ヴ ァ ，
ボ ル ネ

オ 等の 諸地 方 rL　Lk較す る に 種類の 數 も實數 も遙か に 多 い 。ボ ル ネ オ などとは逹 ひ，特別 の 地

方 種 とか珍奇の もの は 居 らす ， 先づ 附近地方 と大 概同じ種類の もの で あ る。然 し北方の 大陸

と直接の 連絡が あ る か ら斯の如 く鳥類が多V ・ の か と思は れる 。 又 マ レ ーの 山笛地 帶に は成 る

ほ ど他の 低 地に は發見せ られぬ種類 も生棲するが ，之 は特別 に牛島固有の もの で もな く， 附

近 の 諸島に も出間 に は居 る鳥で あ る。叉 ネ パ ー
ル 高原 ， 印度支那， テ ナ ス セ リ ム 地 方 の 山間

に 居 る鳥と同系の もの で あるか ら。何 もマ レ P に 限 り地 理的 に特 に烏の 生棲分布が 變 つ て居

る と 云 ふ の で もない
。

　Gallilo1．nies は約 董6種居 る が 1 最 も聞 え て 居 るの は 」1mgle 　birds （Galkss　ga　il・iks） Aya？m

IJ、tcc．ng （森難）で ある。叉 ウヅ ラ も普通 2 種 ほ ど草原の 間に見られる。

　 ノ ガ ン 　BUtttard　quail ，　Pesyohは愛飼 鳥と して籠中に養ふ べ 登 もの で ある。束海岸 に 於 て は

孔雀が 生棲 し， 主 と して 大河 の 岸邊 tc散見 し得 る の で ある e 普通 の キ ジ Kwtng は 非常に 多

く生棲 し， 森林中何 れ の 地 に も居 る が
，

シ ン ガ ポ ール 及び ペ ナ ン 島内の もの は捕 へ 盡 きれ た

か 今は影 を見せ ぬ 様で ある。

　
一般 に Wood 　partridge再 と呼ぶ の は Ptarrnigan ラ イ テ ウ の 1 族で

，
マ ダラ ウ ミ ス ズ メ ，、ア

ヵ モ モ 等 も同種囑 の 鳥で ある が 、こ れ は中 々 數多 く生棲 し て 居 る。そ の 中に もSiul（Rollulus

rouireni ）は 小型で 黒色及び緑青色羽毛 を有 しド 眞紅の 長 毛の 如 き難冠 を立 て たる 美鳥は有 名

な もの で
， 又 厂尾長蹴 鴣」 とで も呼ぶ べ き Se3a7itin（Rhi ；

？ethera 　lonairost・ris）は主 と して 竹籔中

に 棲む夜間鳥で
， 英 國其他各所 に 生棲す る シ

ャ
コ と大差は なV ・ の で ある。

　鳩鵠類に 屬 する もの で 此地方常棲の は 奥 種類ほ どあ るが ， 共 の 申， 8 種ほ どは．ア ヲ バ ト

Butreron
，
0跚 o館 アo ，卍

，
コ》σ 伽 に 羇す る もの も共 に して 置 くが ， 土語 P 襯 α‘で あつ て南 ア ジ ア

洲一圓に生棲 し て 居 る鳥で あ る。 これ は普通の 狩獵 に は幾 らで も撃 て る の で 『汎 な狩獵獲物

と云 ふ べ き もの で あ ら う。 IYhite　breasted　Eruit．doye（Rilif｝opus 　iambu）　Pitnai　gαding は ， 共

腹面が眞白で
， それ に眞紅の 斑紋が あ り

， 美 しき難冠 を頂 い て ゐ る美鳥で あ るn

こ し英人 の 所謂 Imperid 　pigeOIlsと云 ふ の が 3 種ほ ど居 る。　P8rgα陥 即ち 伽 pqp 舳 gα 馬で
， そ

の中で も 伽 脚 蜘 卯 oefreα と云 ふ もの の み が 普通 tC見 られ る。 これ は羽毛が銅赤色で あ

る が ， 歐洲産の もの よ りも大型 で飛翔力 も張九 狩獵 の 獲物 とし て美事で ある． こ の 類の鳩

は我國で は カ ラ ス バ トの 名を以 て 知 られて 居 るが ， そり大 さ を彷彿せ しむ る に は兎に角 ，一そ

の 美しさを表 はすの に少 々 これで は物足 らなV・。勿論此種は我國に は居 らぬ か ら適 當の 名 も 蟻
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ない が
， 少 くもマ レ ーの カ ラ ス バ ト は非常 に美 しき大鳩で あ る 。

　 ＝ ク ヅ ク バ ト Nutmeg 　pige。n （コ／yT・isfieit，o ］
・re　L｝icolo｝・）Rate（e は

， 大群 を爲 して飛翔す る鳩で

體毛は ク リーム 色乃至白色，翼 及び 尾は黒色で あ るが ， 沼澤地 帶 に好 んで 棲む。これ も亦美

しい 鳩で あ．る。

　更 に
， 稀で は あ るが N．　icobav　pigeon （Catoe｝uts　v〜ieobaricfb） と 云 ふ の が 居 るが ，

これ はその

羽 毛が 暗縫色金屬光で ， 丁度光輝 ある 「ブ ロ ン ズ ・エ ナ メ ル 」 の 如 き色彩を放 ち，長 き狹細

なる頸毛が頸部及 び脊部 に 生 じて 居 る。 ニ コ バ ル 島 とは入の 知 る如 くマ ラ ジ カ 海峽の 西方 ，

印度洋 ベ ン ゴ ール 灣 の ア ン ダマ ン 群 島の南 に伍 する 1群の 島で
， 北緯 8度 ， 東經 92 度位の 處

で あるが
， 種 吻 奇 な る動物 殊 に 魚介類，海藻 鳥類 昆蟲等の 豐富な處で

， 近 年眞珠 を

産 する こ と も知 れ て 居 る 地 方で あ る。

　冢鳩，土 鳩 に至 つ て は世界普通 PCあ りふ れ た もの が マ レ
ーに も生棲する が ， トバ ト （G’

eo−

pelia　st・ri・cta ） は誰 知 らぬ 者 も無 V・もの で ある
。

ヤ マ バ ト又 は ヨ サ ウ ジ バ ト と稱 す る ，Turtle

dOYe （8fκ 」，劬 8〜lf応 〃薀 の に は ， 頸部 に 市松模様 の 如 き斑紋が あ るの が 多〜ρ が ，こ れは主 と

して米 田，又 は廣野 に生 撰 して 居 る。

　Ral！iformes は こ の 地 方 に は ユ2 種程生棲して 居 り， 普通 の 「ク ヒ ナ 」及 び 「コ バ ン 」，赤松難

（ア カ ラ イ テ ウ），又 秋難の 1種 で Por2洳 吻 属 の Purple　gaUbulleg と云 ふ様な鳥 も稀で は あ

る が發 見され る し，更 に 普通なの は ， 胸毛の 白い ク ヒ ナ （A ・
ina ・t“’or ？｝

’is　pthenictt．io） Ayaj）b
−fey（un

で あ る。 これ は次 色が か つ た黒色の 背で
， 胸面 は白 く，嘴は、鼠色 を帶びた緑 色で ， その 基底

部は 赤色で ある が
， 水邊到 る處 これ を見 ざる は無 しと 云 ふ 程 多 く ， 時 に 家庭 に も侵入 し來多

鳥で あ る。 その 他に普通 な るは矢張 b　Bande，．l　erake ： （RceUin“ 　sPl ）．）で
， 大群 を爲 して 來る

渡 り鳥で あ る。

　 L α肋 ア｝’｝es ，
　Terns

， 土語總，稱 0舷 職 η
・
は ，

マ レ ーに は 16 種程 が 多 くは北の 方 よ り渡 り鳥 と し

て 來 るの で ，中 に は 既に 固有生棲鳥と なつ て お る の もある a 共 1 種，小型の 鳥で 距 η 泌 ‘

si’rLensis と稱す る の は 東海岸遠 く河上 を溯 りて 砂丘 に産卵し， 又 丁めma11 群島な ど の岩嶼 に

營巣する の もあ る。而 し て 結局眞の 「カ モ メ 」 は當地 方 に は居 らぬ の で ある。

　 Chara （hLiif  rコ 1es は約 50 種 ほ どマ レ ー地 方 に 生棲 して 居 るが ， 共 中珍 奇なもの は ユつ もな

く，總 て 歐洲其他 に常棲 して 居 る もの と大 同小異である e 殊 に マ レ ー西 海 岸 に は氣 候の都

合か ，
こ れ等が 多 く居 る樣で あ る。

　 「タ イ シ ヤ ク シ ギ 」，

「チ ウ シ ヤ ク シ ギ 」，

「 テカ ガネ シ ギ 」，

「 ア ヲ ア シ シ ギ 」（「 イ ゾ シ ギ 」），

1

「オ ジ ロ シ ギ 」 （ア ヲ ア シ チ ド V ）等の 種罵諸鳥は 普通 に 隨處に 生棲 して居 り，
叉 「ケ ウジ ヨ

』
シ

ギ」，

Pア ー
ヲ チ ドウ」，

「コ ジ ヤ ）チ ド リ」 及び （「 オ グ ロ シ ギ」，

．「牙ホ ソ リハ シ シ ギ 」） その他

「シ ロ チ ド リ」，「ダイ セ ン 」，

「 ム ナ グ ロ シ ギ」，

r テイ ク ロ ∫ タ ケ リ」 等 の 千鳥族 が ， 隨時隨
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處 に 發見せ られる し、更 に長 汀曲浦 ， 砂白き海邊 に 至れば黄金色に輝や け る美毛を被 りたる

「金色千鳥 」 と も呼ぶ べ き麗鳥 を初 め ， 諸種の 千鳥の 來往 あ り，そ の 中當地 方で 産卵する も

の もあ るの で あ る c 土 着の 千鳥 と して は ，我 國で 「 1 ジ ユ ン 」 と稱 する種 と近 似の 黒色の 頸部

を有す る 、Sltt・eogl ’
Cll］UJz −ub −　ctb・iViU［，talis（斯 曜s〜　8atθ　s（

・
fl） 即ち 「 1錢 オ 呉 レ 」．鳴と呼ん で ゐ るが ， 成

る程 その 鳴 き聲は左樣に も聞え る。 J’
flinted 　g．　nipes （君oslデα伽 ‘ 伍 P ε号〜sis） は我國で 「オ ホ シ

ギ 」，「 コ シ ギ」 と稱 す る種類 の 鳥 ，
こ れは 實は眞 の 鴫で はな い の だが，兎角左樣 の 名で通 つ

て居 る 3 種ほ どが見 られ る の で ，普通 の Pin−tailed　snipe と
， 歐洲至 る と こ で 食用 に 供 する

鴫 ，
つ ま り普通燒麺麹の 上 に乘 つ て卓上 を賑 はす もの で ，殊 に フ ラ ン ス で はイ ン ド洋産 の 珍

魚と して 知 らる NP6gase の 肉と共 味似た りなど云 ひ て
， 好事者は こ れ を俗に P69flsineな ど

S 呼ぶ が ，これ は辭書などに 患て 居 らぬ 1 つ の 流行語で ，兎 に 角珍味 に 算へ て 居 る こ とで あ

るが ， 此 の 種 の 鴫 ， 又第 3 番 目の もの は體軅 も稍長大で 重量 もあ る。「支那鴫一／，支那 入の 「華

鷸 」 σ〔齢 叩 卯 即 ‘ぬ は餘 り多 く居 らぬ。「ホ ト シ ギ Jw 。。d〔
・Ock も獵獲せ られた記 鋒が ある

の で ，これ も常 IC來往 して 居 る の で あ らう。

　 ッ ル
，

カ ウ ノ ト リ，
ト キ も亦痔 々 眼 に觸れ るが ， 稍稀ら しき もの で あ る。 更 に 多少數多 く

居 るの は沼澤地帶 に 棲む 「印 度 鶴、1 （五 卿 泌 ・3．ノm
．
燃

・
t”s）Btdi’・ong 　inti（豚 の 鳥） の み で あ

る
。

これ は飼養する こ と も出來るが ， 性質が 温順で な く動 もすれば 家難 を害 した りする爲 め

愛育す る人 は少 い 際で あ る e

　鷺 科 1ζ屬す る諸鳥，

「サ ン カ ノ ゴ ヰ 」，「 ヨ ミ ゴ ヰ 」等 の 族は何れ も相當多 く棲ん で ゐ て ，7β

種 を數 へ 得 る が ，面 白v・の は米田 ， 水邊等に 於 ける水牛の群 と殆 ど共棲的 に常 に見出 さる x

1種 で 「白鷺」叉 は 「 ・ サ ギ 」 C ・ttl・　・g
’
・et （B ・翻 ・・・ ・… M ，画 ・）召卿 ・ fC 叉 は のx ・， 瀚 伽 、

（水牛 の 守衛 ）は普通の もの で ，更に 稀 なる は フ ラ ン ス の Aigrettes と稱す る 白色の 美朋 を有

す る 1 種 ， これ は今で は保護 の 爲 め獵獲 を禁止 され て 居 る もの で あ る。叉 鷺は至 る處 に 多少

居 るが ・
シ ン ガ ポ ール 及 び ペ ナ ン 島で は見當 らず ，

マ ラ ・ 力 島で も捕 へ たこ とを聞かぬ 樣で

あ る。

　鴨類は不思議 に 當 地 方で は 稀で ，7
，
S種生棲 し て ゐる筈で ある が ， 中 ，

2 種 ぼか 9が 兎 も

角折 姻 に觸れ る もの と 云 へ 胤 「マ ガ モ 」 （1）・’・ui・・oe ！f．fvTtff・　jaa’a，lic’a ）T ・ee ・h・ck 漉 醐 、，「ゴ

ガ モ 」 （Nettop〜tS　co ）
・
o ｝n・a −n．deliar，nas ）CattOn 　teal が こ れ で

，

「マ ガ モ 」 の 方は褐色を主色 と し

た明 るv ・色の M 毛で ，パ ハ ン 州 ，
ペ ラ州 ， 乃至其れ よ b北部 に は更 に 普通に 獵獲 され る が ，

「ゴ ガ モ
」 は寧 ろ 「ア ヒ ル 」 に 似て 小型 ， 背 面は友線色 の 金屬光 澤 を有 する 羽 毛 ， 腹面は日

色 特 に その 嘴が ア ヒ ル に 似て 居 る の で 直 ちに 區別出來る。パ ハ ン 州．ペ ラ 州 ，
バ ーナ ム 河，

（セ ラ ン ゴ ー ノし 州）， シ ン ガ ボ ｛ル 等に 生棲して 居 る の で ある。

1
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　杢 蹼類 に は「鵜 ，及 び こ れ に似た る英 語で所 謂 D 韻 els （Piottes） に屬す る海鳥，其他 「軍

艦島 」，

「オ サ ド リ 」，

「 ペ リ カ ン 」 等を算 へ 得 るが ， 軍艦鳥 は海洋遙かの 沖合の み 生棲 し ， 又

オ サ ド P （，STIItl，　slLkt ）は 勿論 マ レ ー語か ら來た名で あ る。土 人俗 に lrtelc　lattt即ち 「海 の ア ヒ　 ．

ル 」 と稱す る。チ u
ゴ レ ー ト禍色 に

．
或 は白色 を呈 した普．通の 海鳥 で ある。

　鷲鷹類には マ レ ー孚島 に生棲 して 居 るの は King 　yulture ハ ゲ タ カ （助 o卿 8calotas ）で
，

之 は 立淑 な鳥で 黒色の 羽 毛 に被はれ，頸部の み 白色 、 脚は無毛 で 白 く， 頭部は 名 の 如 く禿げ

て 居 り頸部 に露出 して 居 る測 蓐と共 に 燃ゆ るが 如 き眞紅 で あ る。其他 2種 あつ て 羽 毛は褐色

で あ る が ， 何れ も現今は稀で あ b ，
ペ ナ シ島の南方に 居 る

。 然 しシ
ャ

ム に 近 き牛 島西海岸，

叉東海岸で は ト レ ン ガ ス 州の 南邊に は相當 re生棲 して 居 る。「ハ ゲ ワ シ 」 Cinereaus　｝
’
ulture

Aeg：．tj）itt．，g　onona も亦 珍 二奇な る存在 と して 當地 方に 折 k 報告せ られ て居 る。

　 マ レ ー牛島で 普通 見 らる ≦鷲臆科 は F ビ Brahminy 　ki亡e ， ミ サ ゴ 及び 大型の 友色乃至 白色

の 食魚鷲 ， 以 上 3種 の み で ある e
ミ サ ゴ Lang 　si20vt（牡蠣 ワ シ ）は英國近海 で も稀 IC見 らる N

o さ1）ray で あ るが ， それは潮の 干滿 に 當 り 1種の 奇聲 を發 し て 牡蛸共他の 貝類に潮の 滿ち來

る こ と を知 らす役 日を有 する鳥で あ ると思 はれ て居 る。

　共 他の 猛禽類で ， 多少 と も日 ic觸 れ る小型の Sparrow　hawk （Aeciviter　gtAari．g）ROjawali

は 人 家を侵 しそ の 家難な どを襲ふ こ とが 屡ある。 術 ，
Pl祕 lo涌 勲 撚 s 及 び 大型の 蛇喰鷲

（・篳 zσγ趣 ）が ゐ る。 主 と して 澤蟹 ，蜥蜴 ， 小 魚 ， 鼠等を営食と する灰 褐色の 美事な る 羽 毛と ，

白色及び黒色 の 立派な難冠 を頂 V ・ て居 る鳥で ある。

　 肉食鳥で 最 も小型 の もの は白色 及び黒色の モ ズ の 種類で Gr欝 pOpper 　halvk 五卿 δ潔α1α叩

は ， 體霾は 「ツ グ ミ 」 よ りも小で あ る が ，自分 よ り 2 倍以 上の 大な る鳥を も忽 ち殺 して 喰ふ

位 勇猛で あ る。

　 ク ロ ト ビ Honey 　bu猛zalds （Pc・i・n ’is　sPl ）．）も居 る。 こ の 鳥の 中 2 種ほ ど歐洲 に於 ける もの と

殆 ど同一の 外 見を有す る もの が あ るが ， 更 に
， 冬期中は ワ タ リ モ ズ と も稱 すぺ き 1 種の 鵙め

飛來 を見 る こ とあ り，
．又 2

，
3 の 地 方に Bat・hawk （bfaehcte，・Ct・’mphus 　alci ” tts）が ゐ る。夜閤鳥

で 主 と して 晝間は 石次 洞 中に 陰棲す る。 こ の 鳥は鎌嶢 ， 黄昏 の 時 に 於て 最 も活撥 で あ り， 蝙

蝠な どを多 く捕食す るの で 此の 名が ある。

　 夜禽類 は當地方に は約 20 種 ほどが 生棲 して 居 り，何れ も數 は多 くない 。　 、

　　ミ ミ ヅク Eag】e 。W1 （Jfithtea　orie・nlati．s）は主 と して蠻林中に棲むが ， 縞目を有する ユ種で 主

と して 小魚 などを食 とす る 鳧 的 焔 畑 嚇1｝α は海岸に遠 き邊で は蛙 ，鼠，蟹 ， 共他水 田 中に居

る雜魚 を餌 と して 生 きて 居 る、 更に好 ん で 月夜な ど に飛 翔 して 來 る小 型の P運80γん伽 あ篇 幽

Hawk 　owlて茄 り，研 z）の 1 族，最後に冬期 に の み飛來する B 割 盟 g 脚 匙gg祕 は マ レ P の お伽話に

掛て來 る永 久 の 戀 を守 る島に なつ て ゐ る e 共他 に附言 すべ 赱もの は　Malayan　pigoon　falcon
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刷

　 （llfic・rohierft　x’　t・ringitla　rius ）で 日本で は これ を ス “ メ ハ ヤ ブ サ と稱 し， 全長 15cm
， 翼長 1  cm

　 以 内の 小鳥で隼亞 科 中の 最小の もの で ある。　　　　　　　　　　　　　　 一

．　 ア ウ ム の 種類は割合 に少 く，共中尾の 長き B （tyaib 〈1）a　laeor’n　is）の 2 種は南方 に 多 く棲息 し，

　 叉 小 鸚鵡 も2 種ほど普通 に 見 られ ， 小型 の緑 色藍 色 ， 紅色の ・sariiulit（1ンori（3〜dlas　SPP 、） は愛

　 飼 する籠鳥で あるが容易に手に 入る もの で あ る。

　　 黄冠鸚鵡 （キ バ タ ン ） Cockataos は マ レ ー牛島に は棲息 して居 らす，世 に誤傳せ られ て 當

　 地 方 に 問ぴ合はす 入あれ ど間違 ぴ で あ る。

　　 ヨ タ カ （Podargid，xe ） Frogni。uth は勿論夜烏ゼ
， 當地方 に は其 3種 ほ どが居 る が ， そ の

　 柔軟なる苔 の 如 き肌ざは りの 羽毛など，梟鴟 など IC甚だ よ く似て居 る。こ の 鳥は濠洲 及び タ

　 ス マ ニ ア 地方 に棲息 す る ア ヲ パ ヅ ク に近 似し ，　1．lorep。rk 叉 は Mop 。keと大凡同一の もの で あ

　 る が ， そ の 集が一種 不思議な もの で
， 直徑僅か に 1 寸 5 分か 2 寸 位の 纖維を結び合は せ た 圓

　板 で
， その 1端 に椅 る こ とす ら危ふ げで あるが ， その 上 に 上 手に産卵す る の で あるか ら驚 く

　 外無 い の で あ る g

　　佛法僭科 に屬 す る烏で マ レ ー地 方に棲息する の は 僅か re　Tionbg　bat・u （ZuristollLtcs　o ）
’ientali，s）

　
の み で ある が ，

ツ グ ミ よ り稍 大型 で
， 藍青色 ， 暗褐 色 ， 晤緑 色等の 美 しき朋 毛と眞紅 の 嘴を

　 有 し，．蠻林に は普通 に棲息 し多 ぐは朽木の 洞 に居 る。

　　
ヵ ハ セ ミ の 族 は マ レ ー地方 に は 計 1嚇 を算 へ 滅 る もの は海岸皀防 鹹 水に臨み て の み 棲息

　す るが，他の 數種 は水 凪 蠻林中 の 水流等 tz寄食して 小魚類を食餌と し， 更 に 數種は 全 く水

　を離 れた る密林中等 に 生棲 して 魚類 を食とせ す ， 他 の 小 動物 を捕食する の もあ る。其 中最 も

　普通 な るは小 型 の Alcedo　bengaiensisで
，

鹽
これは歐州に 常棲す る King　fislierで

， 又大型の

　 Halcyon　s・；nyrnen ・si・s は美 しき珊瑚紅色 の 嘴を有 し， 背面の 朋 毛 は藍青色 ， 腹面 は チ ．コ レ ー ト

及 びntSで あ る・其他 海 岸地方 踏 通 1姓 棲する ・蝦 衄 樣・ （珈 婀 ・・ん孀 厭 の 跏

蜘 ・9 は 多 くは背面 睛 色 腹面 白色の Xf，t・あるが 洪 常蝕 小 魚と云 ふ よ りは寧ろヱ

ビの

　 類 で あ る。

　　大角鳥科 （Bucerotidae、の 族 は恐 らくv レ ぬ 孚島に 於ける最 も主要 なる瑠土的産物で あ る

　が ， 俗に
「

犀 鳥・な ど と呼ぽれ る如 く洪 見事な る犀角樣の 大な鵬 と硬 き難冠は往姪 體長

　の 牛分に も及ぶ ほど立 浜なもの で
，
、これ は一見 して 忘れ難き奇鳥で あるが ， 高山の 頂上 よ り

　賃地 ．と沼澤地帶 に至 る まで廣 く棲息 して居 る もの で あ る。其最 も大な る もの は オ ホ ッ ノ ド V

　（丑 ん加 p編 吻 の 76ウ儡 σ？齠 鰄   で 重 き大 なる 嘴を具 へ ，
’
そ の 尖端は骨化 L て 硬 きこ と石 の 如

　
・くであ るs 又 ， 狹義の 「犀烏」 （RhinDceres　hornbill）は恰 も 2 本の 嘴を有す る が如 き外觀を呈

・ L， ！．本の 嚇は 他g嘴の 上 に重 な り居 る樣 に見ゆ るの で
， そ の 上 の もの は勿論 ， 難冠で あ る

　が中央 よ り矢歌に 左右 に 分れ，頗る見事な もの で あ る。角鳥の 族は
一般 に飛翔力強 く， 非常

夢

・
ゆ
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な る大距
．
離に迄 強行 する tc耐え るが，共飛翔中は羽音 よ りも寧ろE 大 なる嚇で風を切 る音が

大で あつ て
， 隨分遠方 まで 響き渡 る様 な奇聾を放 つ て 大室 を翔 るさまは誠に盛觀 で あ る 。

・
啄木鳥類中の 蜂喰鳥科 Bee　eaters 　 Berek−berek は牛 島各地 に 廣 く棲息 し殊 に 干原地 方 に 多

V ・が ，栗色 ， 褐色 の 羽 毛 を被 り長 き尾 を曳 くもの と更に 稍大型 な る線色 の 背部 ，眞紅 の 腹部

を有 する同じく長 き尾 を有する もの が居て
， 後者 は森林中に も居 るの で あ るが多くは矢張 り

廣野 を飛ぶ 鳥で ある。

　 ヨ タ カ の 族は マ レ ー牛島で は稀有 の 鳥で あつ て 4 種 ほ どが棲息 して 屠 る が ， その 中の 1 種

は よ く黄昏時分 に街路 の上 な どか ら不意 に足 元 よ り飛び立つ て 入 を驚 うかす こ とな どある例

の 饒舌な る小 鳥で
， そ の 呼び聲か らマ レ ー

人 は T1掘 加 鶺 と 呼ぶ
。 月夜など ICは 甚だ煩 は し

き聲 を立 て つ y“ けて 人 をなや ませ る もの で ある。 これの 一暦大型の もの ｛ZidptiF）an （（加 砌 廊

締 ｝，，〜1？齢 ）は主 と し て 蠻林 に 居 る が ， その 聲は前 者よ りも多少音樂的で ある。

　 ア マ ツ バ メ科 に屬す る もの は約 15 種 ほ ど 此地 方 に 棲息す るが ，その 大 る もの は 黒褐色の

燕 仂 ぬ 川 で 燕 尾が 鋭 く細小 に突出 し て 針の 如 く， その 飛翔 は他 の 如何な る鳥よ りも速 かで

多 くは大雨の 後 に現 はれ ， 山間で は普通 に何時 で も飛ん で ゐ る。

　普蓮 の 家燕で
， 入家の 軒の 下 に營巣す る 且 p 齠 Spp ． も勿論棲息 して 居 る し， 更 に 小型 の

UoZlocαiia　spp ．は多 くは石次洞 中叉 は岩壁 ， 斷崖など IZ營巣する もの で
，

「岩 ツ バ メ 」 と俗に

こ れ を呼稱 し ， 支那 入 の 最美の 御馳走 と して 知 らる 」1燕集 」は そ の 巣を肉汁 と共に羹 と爲 し

た もの で ある が ， 實質は燕 の 唾液を主域分 と した る「ゲ ラ チ シ」質の もの で あ る。

　啄木鳥類 Bu ｝
dooig

　leesunbaは一般 に は hogons と して 知 られて 居 る。
マ レ ーに居 るの は 6

種類ほ どで ある。何れ も鳩 と「 ツ グ ミ 」 との 中闇位 の 大 さで 柔順な鳥で あ るが J 朋毛は厚 く柔

か で
， 背面は眞紅 ， 腹面 は黄色 又 は橙黄色 ， 或は背面 が黒色乃至褐色 ， 腹面 が 眞紅 又 は橙黄

色 の もの が居 る e その 雌は色彩が雄 ほ ど美 し くな b 。

　郭公 と總稱すぺ き もの 約 30 種が 當地 方 ic生 棲 して 居 つ て
， そ の 孚數位 は渡 り鳥と して 冬季

間の み渡來する もの で あるが ，他 の もの は常棲烏で あ る。共 の 中 H 瓣 kcuek 。Q （Hieroeoceya

spp ，），
　True 　cu 。koo （σlscul．ttS　spp ．）たは歐洲産 の もの と同一の も居 る 。 徇 その 他 ，

　 Indian　keel

（盈 κ 〜V
’
eanmis 　hono）

・
at
・
己偲 ） 即ち 「ホ ト トギ ス 」で あるが，之 は海岸 に は非常 に 多 く棲，嵐して 居 る

もの で ある。又 ， そ の 非常に 五 月蠅 き鴫聲か ら人 をして 神經衰弱 に陷 らしめ腦病に罹 らしめ

る と迄言 はれ る鳥で Brain−fever　birtls（C α can 〜nntis 　7nc
’
tulionis）が ある e 常棲性の もの は ア メ

リカ 産 の 同族鳥と異 りて その 鼻孔が 圓形 で あ る。ア メ リカ 産 の もの は 鼻 孔は橢圓形 で eoc・

CSteus と云 ふ屬に 入れ て ある e

　當地 常棲鳥中で 最 もよ く知 られ て ゐ る CrOW −phea 踟 t （C’

Ufltro2nts 　ssp ．） Bubist の 諸鳥， こ

れは美 し くない 烏で ．羽 毛は 醜き黒褐色で ，草原や鐵道線路 な どで よ く見かけ る もの
， 其 他

亀
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Bronze　 C／ld くoo は燕よ りも稍大で背面 は金屬光 を帶び た線玉色乃至紫緑色で ある。

　啄木鳥と Tou 〔
’
an との 申間 に 位す る鳥で Oapito］）idae に 屬す る諸鳥 （Barbets）は ア フ リ ヵ

洲，南 ア メ リカ 洲に も居 る が，まだ東洋諸地方 の 纏土鳥 と云 ふ べ きもの の 1 つ で ある。 マ レ

ー地 方 に は 5
，
6 種が棲息 し ， 其最も著明なるは祿色叉 は禍色の もの で Cαピr艢 α噸 艢 屬 に 入

れ る。多 くは森林 鳥で あつ て ， その 中 2種 が 田園鳥で あ る が ，1 つ 「鍛 冶屋鳥」 （Z α，ithetae ？n α

h・oemfttoeeph ，aia ）TteRv’tii，rJ 占面 は共鳴聲が金羇柑打 つ が如 き騒昔で
， 或は鐘 を亂打 し或 は鐵鉢

を叩 くが 如 くに 聞ゆるか ら齔名が あ るが ，
ペ タ州 タ イ ピ ン 町 の 南方以外 に は棲息 して 居 らza。

　 キ ッ ツ キ （rieidae）Beiatok： は種類 も多 く， 實際
．
棲息數 も多い も の で

，

マ レ ー 孚 島を通 じ

約 30 種ほ どが居 る。 そ の最大 なる は 「シ ロ バ ．S ガ ラ ス 」 ，

「 ミ ヤ マ ガ ラ ス
」 程度の 次 白色の も

の か ら，最小なる は緑色の 朋 毛を有する 「コ V ド リ」大 の もの 迄居 る。又其の 生棲區域 も山澤

め 頂上か ら， 沼澤地帶の 低地迄廣 い もの で あ る。前 者 は AJopJbOtte）
・
pes　lmtrer−ulenftrs 後者は

β軈 趾 et’erettiで あ る。

　 Pipridae科 Eurylaei’nisorlnes の 諸鳥，部ち幅の 廣 き大 なる嚇を有す る 1族 も東洋固有の

鳥で あるが ，

一・　 V 一の 森林中に は 7 種ほ ど居 る。小 な るは青線色又 は黒色の α吻p伽 冊 鰯 砿

ricle；s か ら，稍大な るは體毛 黒色 叉は朱色で
， 嘴は黄色又 は青色の σ写η加 吻 濯 〜馴 槻 厂α榴 π 廊 が

主 なる もの で ある。その 集は泥土及び朽葉 を以 て 固め ， 植物の 氣根などに 垂下 して 水面上 に

吊 り下げ て あ る の が特異で あ る。
．嶺

・
鳶
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